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研究成果の概要（和文）：腹部大動脈瘤は、進行性に拡大し破裂に至る致死的疾患である。動脈硬化性の慢性炎
症がその拡大進展に関連している可能性が高く、以前の報告から何らかの病原体の持続的な感染が腹部大動脈瘤
の成因に関与していることが示唆される。 当研究は，感染性腹部大動脈瘤の原因菌の一つであるH.cinaedi菌に
着目した。腹部大動脈瘤壁よりDNAを抽出し，Nested PCR法を用いてH.cinaedi遺伝子の存在の解析を行った．そ
の結果，感染性ではない動脈硬化性腹部大動脈瘤壁の約20%に遺伝子レベルではあるが，H.cinaedi遺伝子が存在
することを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：Abdominal aortic aneurysms are lethal diseases that progressively expand and
 lead to rupture. There is a high likelihood that chronic inflammation associated with 
arteriosclerosis is related to their expansion and progression, and previous reports suggest that 
persistent infection by some pathogens may be involved in the etiology of abdominal aortic 
aneurysms. We focused on H. cinaedi bacteria, one of the causative agents of infectious abdominal 
aortic aneurysms. DNA was extracted from the wall of the abdominal aortic aneurysm, and the presence
 of H. cinaedi genes was analyzed using the Nested PCR method. As a result, it was revealed that 
approximately 20% of the walls of non-infectious arteriosclerotic abdominal aortic aneurysms contain
 H. cinaedi at the genetic level.

研究分野：血管外科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
腹部大動脈瘤は、進行性に拡大し破裂に至る致死的疾患である。治療法は手術療法のみで、内科的治療は確立さ
れていない。手術治療は侵襲が大きく、内科的に瘤の拡大や破裂の予防が可能となれば,その福音は非常に大き
い。本研究で、動脈硬化に関与すると報告されているH.cinaediが瘤壁に存在することが明らかになった。今
後、H.cinaedi動脈瘤拡大の機序を明らかにする必要があるが、抗生剤などによる内科的治療の可能性が出てき
たことは非常に意義があることである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 腹部大動脈瘤は、進行性に拡大し破裂に至る致死的疾患である。治療法は手術療法のみで、内
科的治療は確立されていない。手術治療は侵襲が大きく、内科的に瘤の拡大や破裂の予防が可能
となれば,その福音は非常に大きい。腹部大動脈瘤患者は冠動脈疾患・脳血管疾患などの動脈硬
化性疾患を合併していることが多い。病理学的にも動脈硬化性の慢性炎症がその拡大進展に関
連している可能性が高い。動脈瘤拡大進展の機序の一つに歯周病菌による慢性炎症を挙げる報
告や、動物実験でのマクロライド系やテトラサイクリン系の抗生物質が腹部大動脈瘤の拡大を
抑制したという複数の報告があり、何らかの病原体の持続的な感染が腹部大動脈瘤の成因に関
与していることが示唆される。  
 
 
 
２．研究の目的 
 当研究は，感染性腹部大動脈瘤の原因菌の一つであるH.cinaedi菌が，動脈硬化性の腹部大動
脈瘤の発症や拡大に関与しているかどうか解明し，内科的治療法を確立をめざすものである． 
 
 
３．研究の方法 
これまで保存してきた腹部大動脈瘤壁より human DNA を抽出し，Nested PCR 法を用いて
H.cinaedi 遺伝子の存在の解析を行う． H.cinaedi 陽性動脈瘤壁検体を用いて，H.cinaedi 特異
的抗体を用いた免疫組織学的検討を行う。 
 
 
４．研究成果 
2020 年度は，これまで保存してきた腹部大動脈瘤壁より DNA を抽出し，H.cinaedi を得意的に検
出する Nested PCR 法を用いて H.cinaedi 遺伝子の存在の解析を行った（図 1）． 
 

 
 
その結果，感染性ではない動脈硬化性腹部大動脈瘤壁の約 20%に遺伝子レベルではあるが，
H.cinaedi 遺伝子が存在することを明らかにした．（図２） 2021 年度より，H.cinaedi 陽性動脈
瘤壁検体を用いて，H.cinaedi 特異的抗体を用いた免疫組織学的検討を行ったが検出はできなか
った。 これまでの成果については 2023 年に論文を発表した。（Presence of Helicobacter 
cinaedi in Atherosclerotic Abdominal Aortic Aneurysmal Wall, The Tohoku Journal of 
Experimental Medicine, 2023） 
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